
平成２９年６月号（第１１６号） 

（平成２９年６月３０日配信） 

市民文化局地域安全推進課 

ご登録ありがとうございます。 

平成 20 年１月から、市内の防犯・交通安

全情報の配信を始めました。 

市内における犯罪や交通事故の発生状況

などをお知らせし、皆様の防犯・交通安全対

策の一助となるよう内容の充実に努めて参

りますのでよろしくお願い致します。 



＊署管内数値の合計です。                 （数値は暫定値）

区 別
認 知 件 数
（Ｈ29.5 月末） 

前年同期比 (件） 増 減 率（％）

川 崎  区    ９１６ －１４２ －１３．４

幸 区    ４７２ －５５ －１０．４

中 原 区    ６０８ －３８ －５．９

高 津 区    ４３１ －４９ －１０．２

宮 前 区    ３６０ ＋２０ ＋５．９

多 摩 区    ４４０  －３８   －７．９

麻 生 区    ２４７  －４７ －１６．０

総    計   ３４７４ －３４９ －９．１

【 概 要 】

川崎市内における平成２９年５月末現在の刑法犯認知件数は、

３４７４件、前年同期比 －３４９件（－９．１％）

と減少しています。

主な犯罪で減少したのは、

自転車盗    （ １０７６件、前年同期比 －１４９件）

万引き     （  ３７１件、前年同期比  －８６件）

オートバイ盗  （  １１９件、前年同期比  －４７件）

器物損壊等   （  １２３件、前年同期比  －３８件）

車上ねらい   （   ９５件、前年同期比  －１６件）

などで、増加したのは、

振り込め詐欺  （  １３０件、前年同期比  ＋６５件）

   部品ねらい   （  １４８件、前年同期比  ＋４９件）

自動車盗    （   ４７件、前年同期比  ＋１４件）

自動販売機ねらい（   ３４件、前年同期比  ＋１２件）

   ひったくり   （   ４０件、前年同期比   ＋９件）

などです。   

                        （数値は暫定値）



県内の犯罪発生状況（平成 29年５月末現在の刑法犯認知件数）

認 知 件 数
（H29．5 月末） 

前年同期比 (件） 増 減 率（％）

神 奈 川 県 ２２，５０２ －１，３５２ －５．７

＊数値は暫定値です。

【 概 要 】

神奈川県内における平成２９年５月末現在の刑法犯認知件数は、

２２，５０２件、前年同期比－１，３５２件（－５．７％）

と減少しました。

主な犯罪で減少したのは、

自転車盗    （  ４７８７件、前年同期比－１１７３件）

万引き     （  ２６７８件、前年同期比 －３５８件）

ひったくり   （   １２０件、前年同期比 －１０１件）

占有離脱物横領 （   ６２９件、前年同期比  －９７件）

車上ねらい   （   ９１６件、前年同期比  －６１件）

などで、増加したのは、

振り込め詐欺  （   ７５５件、前年同期比 ＋２９７件）

部品ねらい   （  １１４５件、前年同期比 ＋２５９件）

出店荒し    （   ４６６件、前年同期比 ＋１２２件）

事務所荒し   （   ２４７件、前年同期比 ＋１０１件）

置引き     （   ６８９件、前年同期比  ＋９６件）

などです。                    （数値は暫定値）

川崎市内の「自転車盗」の被害は今年４月末までに

１０７６件 (前年同期比－１４９件、 －１２．２％)
「オートバイ盗」は 

１１９件 (前年同期比 －４７件、 －２８．３％) 

です。 

 二つの罪種の合計は、全体(３４７４件)の約３４.４％

を占めています。 

～被害防止のポイント～ 

● 自転車・オートバイは、駐輪場など決められた場所に止めましょう。

● ワイヤー錠や U 字ロックなどで二重に鍵を掛けましょう。

● 自転車は防犯登録をしましょう。

盗難にあった場合に早期発見に役立ちます。

（自転車を購入した販売店で登録できます。）



≪現在、息子(孫)を名乗る詐欺が発生中！ご注意を!≫
●「携帯電話番号が変わった」（アポ電）

●「カバンをなくした」「今すぐ現金が必要だ」

「代わりの者が取りに行く」と言う電話は詐欺！警察に連絡を！

平成29年5月末現在（暫定値）
被害件数 被　害　額

神奈川県 755件 約17億1737万円

川崎市内 130件 約2億0994万円

≪最近の情勢≫  
５月中の1ヶ月間の県内における認知件数は162件､市内における認知件数は25件でした。

  昨年からの主な手口は、息子の友人や同僚等を装った犯人が、現金を自宅に取りに来たり、

区役所等の職員を装い、医療保険や年金の還付金があると騙り、ＡＴＭ機から入金させる

というものです。 

「留守番電話」の設定をして、不審な電話には出ない 

 ようにして下さい。 

（犯人は、自分の声が録音されるのを嫌がります。） 

※「還付金を名目としただましの電話にご注意を！」 

川崎市内で、市役所や区役所の職員を装った者から、

「医療費の払い戻しがあります。近くのＡＴＭで手続き 

できますので、携帯電話を持って行ってください。」 

などと還付金等詐欺の電話が多数かけられています。 

 「市役所等では、ＡＴＭでの手続きをお願いすることはありません。」 

 「ＡＴＭを操作して、還付金を受け取ることはできません。」 

このような不審な電話には十分注意してください。 

※｢臨時給付金などの簡素な給付措置を装う詐欺や個人情報の搾取にご注意!｣ 

「市町村や厚生労働省などがＡＴＭの操作をお願いすることはありません。」 

「ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは絶対にできません｡」

「市町村や厚生労働省などが「臨時給付金(簡素な給付措置)」を支給するために、手数料

などの振込を求めることは絶対にありません。 

「現時点で、市町村や厚生労働省などが住民の皆様の世帯構成や銀行口座の番号などの個

人情報を照会することは絶対にありません。」 



≪空き巣被害増加中です。ご注意を！≫ 

～被害防止のポイント～ 

昨年１年間の川崎市内における「空き巣」

の認知件数は、

３１２件（前年対比＋５０件）

と増加しました。

さらに、本年５月末現在でも、

  １０２件（前年同期比＋１件）

と増加しています。

 侵入窃盗のうち、「空き巣」の占める割合

が最も多くなっていますので、油断は禁物で

す。

 また、「タンス預金」は、空き巣や振り込

め詐欺の被害に遭う危険があります。多額の

現金を自宅に保管しないようにして下さい。

● 戸締まりをしっかりと！

ごみ出しなど、少しの時間でも必ず戸締まりをしましょう。

● 防犯対策をしましょう！

窓ガラスを割って侵入する手口が目立っています。

サッシに補助錠を付けたり、防犯ガラスや防犯フィルムを活用しましょう。

● 留守だと悟られない工夫をしましょう！

郵便受けに新聞や郵便物を溜めないようにしましょう。

【防犯診断を受けてみませんか？】
川崎市では、家庭の防犯対策・防犯意識の向上を図るため、安全・安心まちづ

くり対策員(警察官ＯＢの経験、知識豊かな職員)が、予約を受けて一戸建て住宅や

マンション、アパートなどの共同住宅を訪問し、建物の構造や防犯設備等の状況

を診断して、防犯上の指導やアドバイスを行っています。

診断は無料です。ぜひご利用ください。

● 問い合わせ先    市民文化局地域安全推進課

          ０４４－２００－２２８４、２２８５



平成 29 年５月末現在 

県内 120 件 （前年比－101 件  －45.7％） 

 市内  40 件 （前年比  ＋9 件   ＋29％） 

  「まさか自分が・･」、ひったくり被害に遭われた方のほとんどが話しています。 

   被害者は、ほとんどが女性で、必ずしも、高齢者ばかりでなく、勤め先や学校か

ら帰宅途中の若い女性も被害に遭っています。 

  「自分も狙われている。」といった意識を持って、ちょっとした防犯対策を実践する

ことにより、被害に遭遇する可能性が低くなります。

≪痴漢にご注意！≫     

〔掲載担当；市民文化局地域安全推進課〕

－防犯のポイント－

 バッグ等は車道と反対側に持つ

 遠回りでも明るく広い道を利用する

 自転車の前カゴには防犯ネットをつける

 後方から近づいてくるオートバイ等には注意を払

うなど、常に警戒心を持つ

 歩きながらの携帯メールやイヤホン等は、やめる

● 「イヤホン」や「歩きスマホ」はやめましょう！

夜間、帰宅途中の女性に対する痴漢（わいせつ犯罪）が発生しています。

 特に、「イヤホン」や「歩きスマホ」の女性が狙われるケースが目立っています。

 やむを得ず一人で帰宅する際には、防犯ブザーを手にして歩くなど、警戒を

強めて下さい。



+ +



夏のレジャーによる過労運転や、夏特有の解放感による 

無謀運転などにより交通事故が多発する傾向にあります。一人 

ひとりが交通事故防止について考え、交通ルールの遵守と交通 

マナーの向上に取組むことを通じて、交通事故防止の徹底を図る 

ことを目的として、夏の交通事故防止運動を実施します！ 

ス ロ ー ガ ン

☆ 交通ルールを守って 夏を楽しく安全に ☆ 

☆ 過 労 運 転 ・ 無 謀 運 転 の 防 止 

 レジャーや帰省などの長距離ドライブでは、 

過労運転にならないよう余裕のある計画を立てましょう。 

☆ 子 ど も と 高 齢 者 の 交 通 事 故 防 止 

子どもや高齢者を見かけたら、 

    減速・徐行・一時停止するなど「思いやりのある運転」を。 

☆ 自 転 車 の 交 通 事 故 防 止 

 交差点などでは、標識等のある場所では確実に一時停止、 

    その他の場所では他の交通に注意し、徐行しましょう。 

チャイルドシートの正しい着用の徹底 

☆全ての座席のシートベルトと 

 シートベルト等着用の「ひとこえ」をかけ合いましょう。 

☆ 踏 切 の 交 通 事 故 防 止 

 警報機が鳴ったら 

    絶対に踏切に入らないようにしましょう。 













http://www.city.kawasaki.jp/250/page/0000044898.html


